
ドミノ完成！（すみれデイサービスセンター）ドミノ完成！（すみれデイサービスセンター）
テーブルホッケーテーブルホッケー

（あすなろデイサービスセンター）（あすなろデイサービスセンター）

桜の花づくり（ひまわりデイサービスセンター）桜の花づくり（ひまわりデイサービスセンター）

３月２７日 ごみ拾いをしながらパトロール！（大馬一日所長）３月２７日 ごみ拾いをしながらパトロール！（大馬一日所長） 大馬所長と一緒に大馬所長と一緒に

いつも社協だよりオレンジハートをご愛読いただきありがとうございます。
令和６年度より、隔月（偶数月）発行となりますので、ご理解の程よろしくお願いいたします。

社協HP

◎令和５年度ふくしのスローガン◎令和５年度ふくしのスローガン
　「思いやり 君の声かけ 広がる笑顔」　「思いやり 君の声かけ 広がる笑顔」
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入ってくるお金入ってくるお金
６７０，５１７６７０，５１７千円千円

令和６年度南相馬市社会福令和６年度南相馬市社会福 祉協議会 事業計画・予算祉協議会 事業計画・予算
らせる福祉のまちづくり」らせる福祉のまちづくり」

市民の皆さんから市民の皆さんから
ご協力いただいているお金ご協力いただいているお金
8,4008,400千円千円  1.3%1.3%

前期末支払資金残高前期末支払資金残高
19,02019,020千円千円

2.8%2.8%

福島県社協や南相馬市、福島県社協や南相馬市、
共同募金などから入るお金共同募金などから入るお金

271,799271,799千円千円
40.5%40.5%

事業を行って入るお金事業を行って入るお金
1,7901,790千円千円  0.3%0.3%

介護・障害福祉サービスを介護・障害福祉サービスを
提供して入るお金提供して入るお金

357,372357,372千円千円
53.3%53.3%

寄付をいただいて入るお金寄付をいただいて入るお金
9,5009,500千円千円

1.4%1.4%

積立金等取り崩し積立金等取り崩し
1,701千円1,701千円

0.3%0.3%

その他のお金その他のお金
(助成金・受取利息配当金など)(助成金・受取利息配当金など)

935935千円千円  0.1%0.1%

令和６年度収入の内訳令和６年度収入の内訳

▲ 障がい者への理解、車いす体験
　 （福祉体験学習）

▲ 質の高い介護技術を目指します
▲ 各団体と連携し、自然災害に備えます

（イザ！カエルキャラバン）

▲ �特色あるデイサービスセンターを
目指します（誕生日会のようす）

▲ �地域住民との懇談により、地域の
課題を探ります（地域福祉懇談会）

▲ �あなたの悩みごと・困りご
とをご相談ください

（４月15日号）
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令和６年度南相馬市社会福令和６年度南相馬市社会福
「地域の誰もが安心して暮「地域の誰もが安心して暮

令和６年度支出の内訳令和６年度支出の内訳

社協運営事業社協運営事業
34,30834,308千円千円  5.1%5.1%

地域福祉事業（補助・委託）地域福祉事業（補助・委託）
117,108117,108千円千円  17.5%17.5%

地域福祉事業地域福祉事業
（社協会費活用・福祉基金・（社協会費活用・福祉基金・

共同募金配分金事業）共同募金配分金事業）
15,60515,605千円千円

2.3%2.3%

介護・障がい福祉サービス事業介護・障がい福祉サービス事業
327,670327,670千円千円  48.9%48.9%

集会施設運営事業集会施設運営事業
17,57117,571千円千円  2.6%2.6%

児童健全育成事業児童健全育成事業
39,77139,771千円千円  5.9%5.9%

地域包括支援センター事業地域包括支援センター事業
118,484118,484千円千円  17.7%17.7%

職員の資質向上と組織力の向上を図ります職員の資質向上と組織力の向上を図ります
○経営改善を図るための組織改革○経営改善を図るための組織改革
○遵法精神の高い職員の育成○遵法精神の高い職員の育成

関係機関と連携して地域共生社会の実現に関係機関と連携して地域共生社会の実現に
向け、福祉のまちづくりをすすめます向け、福祉のまちづくりをすすめます
○地域のネットワークを強化○地域のネットワークを強化
○�住民との対話による地域課題の把握、解決○�住民との対話による地域課題の把握、解決

市民に開かれた、市民参加による地市民に開かれた、市民参加による地
域福祉事業を展開します域福祉事業を展開します
○住民相互の支え合い活動の強化○住民相互の支え合い活動の強化
○�ボランティア活動、福祉教育の推進○�ボランティア活動、福祉教育の推進

個人の尊厳と意識を尊重したサービスの提供に努めます個人の尊厳と意識を尊重したサービスの提供に努めます
○自立した生活を送ってもらうための支援○自立した生活を送ってもらうための支援
○人間性を大切にする対応○人間性を大切にする対応

集う場を提供することにより、地域交流を集う場を提供することにより、地域交流を
促進します促進します
○�施設整備による住民の利用環境の改善○�施設整備による住民の利用環境の改善

児童館の運営を通し、保護者の就労、児童館の運営を通し、保護者の就労、
子育てを支援します子育てを支援します

総合的マネジメント機関として、相談受付・課題総合的マネジメント機関として、相談受付・課題
解決に努めます。解決に努めます。
○総合相談業務の充実○総合相談業務の充実
○虐待対応、防止のための活動○虐待対応、防止のための活動

お金の使いみちお金の使いみち
６７０，５１７６７０，５１７千円千円

▲ �市民参加による地域福祉事業を
展開します

▲ さまざまな講演会を実施します

（４月15日号）
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仲
町
児
童
セ
ン
タ
ー

仲
町
児
童
セ
ン
タ
ー

　

仲
町
児
童
セ
ン
タ
ー
の
主
な

業
務
は
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の

運
営
で
す
。
令
和
４
年
度
か
ら

は
原
町
第
三
小
学
校
の
子
ど
も

た
ち
を
受
入
れ
、
放
課
後
子
ど

も
た
ち
は
社
協
の
バ
ス
で
登
館

し
ま
す
。
職
員
は
バ
ス
に
添
乗

し
て
子
ど
も
た
ち
を
迎
え
に
行

き
、
子
ど
も
た
ち
が
楽
し
く
安

心
・
安
全
に
過
ご
せ
る
よ
う
支

援
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
平
日

の
午
前
中
は
施
設
の
貸
出
し
も

行
っ
て
お
り
、
現
在
は
地
域
の

人
た
ち
が
健
康
サ
ロ
ン
な
ど
で

利
用
し
て
い
ま
す
。
貸
館
を
ご

希
望
の
方
は
お
気
軽
に
お
問
い

合
せ
く
だ
さ
い
。

高
平
児
童
館

高
平
児
童
館

　

高
平
児
童
館
で
は
、
主
に
放

課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
業
務
を

行
っ
て
お
り
、
高
平
小
学
校
の

１
年
生
か
ら
６
年
生
が
登
館
し

て
き
ま
す
。
日
々
の
生
活
支
援

や
、
子
ど
も
同
士
の
遊
び
、
誕

生
会
な
ど
の
行
事
を
通
し
て
、

子
ど
も
た
ち
が
安
心
し
て
過
ご

せ
る
安
全
な
居
場
所
づ
く
り
に

努
め
て
お
り
ま
す
。
常
に
情
報

共
有
と
協
力
を
心
掛
け
、
保
護

者
の
方
々
が
仕
事
を
す
る
上
で

安
心
し
て
お
子
さ
ん
を
預
け
て

い
た
だ
け
る
よ
う
支
援
を
行
っ

て
お
り
ま
す
。

仲
町
児
童
セ
ン
タ
ー

仲
町
児
童
セ
ン
タ
ー

高
平
児
童
館

高
平
児
童
館

社社

のの
協協

SeasonSeason

２２

インイン

にに
ズ
ー
ム

ズ
ー
ム

・事務局長	 村　上　勇　一

・事務局次長 兼 在宅福祉課長 兼
原町区居宅介護支援事業所管理者	 志　賀　偉久子

・地域包括支援センター所長	 鈴　木　健　二

・小高区福祉サービスセンター所長	 青　田　　　敏

・鹿島区福祉サービスセンター所長	 佐　藤　清　彦

・原町区福祉サービスセンター所長
兼 総務課長	 酒　井　千香子

・地域福祉課長	 青　木　圭　太

・地域包括支援センター副所長	 平　瀬　朱　美

・総務課長補佐	 坂　下　悦　子

・地域福祉課長補佐	 佐々木　智　洋

・地域福祉課長補佐	 青　田　陽　香

・生活支援相談室長	 黒　木　洋　子

・仲町児童センター館長	 佐　藤　和　哉

・高平児童館長	 百　井　　　茂

・鹿島区居宅介護支援事業所管理者	 原　田　トワ子

・訪問介護事業所管理者	 福　島　祐　子

・あすなろデイサービスセンター管理者	 鎌　田　早　苗

・ひまわりデイサービスセンター管理者	 小　椋　依　子

・すみれデイサービスセンター管理者	 中　村　久美子

令和６年４月１日付令和６年４月１日付
南相馬市社会福祉協議会 人事配置（管理職）南相馬市社会福祉協議会 人事配置（管理職）

生活支援・介護予防の体制づくりのために！生活支援・介護予防の体制づくりのために！
～生活支援コーディネーター～～生活支援コーディネーター～

【生活支援コーディネーターとは？】
　高齢者が住み慣れた地域で自分らしく生活でき
るよう、生活支援・介護予防の体制づくりを進め
るのが仕事で、別名「地域支え合い推進員」とも呼
ばれます。

【具体的には何をする？】
　地域に出向き、地域のなかでどのような活動や
支え合いがあるのか、どのような困りごとがある
かを把握し、団体活動の活性化や新たな生活支援
づくりをお手伝いします。地域サロン活動や行政
区活動、サークル活動、会合等におじゃまします。
　また、地域包括支援センター職員や生活支援相
談員とともにご自宅を訪問し、コーディネーター
の顔と名前を知っていただき、少しずつ地域ニー
ズを掘り起こしていきます。

【コーディネーターはどこにいる？】
　令和５年４月から小高区福祉サービスセンター
に、令和６年４月から鹿島区福祉サービスセン
ターに配置されています。

【問い合わせ先】
・小高区福祉サービスセンター　

☎（０２４４）４４－５９７０
・鹿島区福祉サービスセンター

☎（０２４４）４６－５３５４

▲ 仲町児童センター

▲ 高平児童館

（４月15日号）
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高齢者の皆さんが、住み慣れた地域で安心して生活を続けられるように！高齢者の皆さんが、住み慣れた地域で安心して生活を続けられるように！
～地域包括支援センターのご紹介～～地域包括支援センターのご紹介～

③包括的・継続的ケアマネジメント③包括的・継続的ケアマネジメント
暮らしやすい地域にする
ため、さまざまな機関と
のネットワークをつくり、
調整します。

※南相馬市の委託を受けて、家族介護教室、家族介護者交流会を開催しています。
詳細は、「広報みなみそうま」に随時掲載していますので、ぜひご覧ください。
悩みや心配なことがありましたら、ぜひ担当地区の地域包括支援センターをご利用ください。

小高地域包括支援センター小高地域包括支援センター
（０２４４）４４－１７００

　【担当地区】小高区の全域

原町西地域包括支援センター原町西地域包括支援センター
（０２４４）２５－３３２９

　【担当地区】�北町、小川町、本町、国見町、
国見団地、南町、本陣前、橋本町、
陣ケ崎、太田地区、石神地区

鹿島地域包括支援センター鹿島地域包括支援センター
（０２４４）４６－４６００

　【担当地区】鹿島区の全域

原町東地域包括支援センター原町東地域包括支援センター
（０２４４）２４－３３９０

　【担当地区】�栄町、旭町、青葉町、錦町、桜
井町、日の出町、高見町、二見町、
上町、西町、三島町、大町、東町、
仲町、上渋佐、下渋佐、大甕地区、
高平地区

①総合相談①総合相談
介護に関する相談や悩みを
はじめ、福祉や医療などさ
まざまな相談に応じます。

専門員がチームとして専門員がチームとして
総合的に支援を行います総合的に支援を行います主任ケアマネジャー主任ケアマネジャー 保健師（看護師）保健師（看護師）

社会福祉士社会福祉士

地域包括支援センター

④介護予防ケアマネジメント④介護予防ケアマネジメント
介護予防、日常生活支援を目的
とし、心身の状況などに応じて、
自らの選択に基づき適切な事業
が包括的・効率的に実施される
よう必要な援助を行います。

②権利擁護②権利擁護
皆さんが安心して生き生きと暮ら
せるよう、さまざまな権利を守り
ます。
虐待を早期に発見したり、成年後
見制度の紹介などに対応します。

➡

➡

➡
➡

（４月15日号）
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お
買
い
物
ツ
ア
ー

日
　
時　

５
月
８
日
（
水
）

　
　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
2
時

場
　
所　
小
高
区
福
祉
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
※
受
付
・
集
合　

午
前
９
時
半

締
　
切　

４
月
30
日
（
火
）

内
　
容　

�

イ
オ
ン
ス
ー
パ
ー
セ
ン

タ
ー
南
相
馬
店
へ
、
お
買

い
物
に
出
か
け
ま
す
。
昼

食
後
は
、
小
高
区
内
の
名

所
を
巡
り
ま
す
。

参
加
費　

無
料

（
買
い
物
・
昼
食
代
は
自
費
）

対
象
者　

�

概
ね
70
歳
以
上
の
市
民

皆
さ
ん
の
ご
参
加

皆
さ
ん
の
ご
参
加

お
待
ち
し
て
い
ま
す
！

お
待
ち
し
て
い
ま
す
！

～
事
業
の
お
知
ら
せ
～

～
事
業
の
お
知
ら
せ
～

福
祉
の
仕
事
相
談
会

日
　
時　

５
月
16
日
（
木
）

　
　
　
　

午
前
10
時
半
～
午
後
２
時
半

場
　
所　

原
町
福
祉
会
館

内
　
容　

�

福
祉
の
仕
事
に
興
味
・
関

心
の
あ
る
方
な
ら
ど
な
た

で
も
参
加
で
き
ま
す
。

　
　

 

※
相
談
時
間
は
、
一
人
30
分
程
度

　
　

 

※
予
約
不
要

社
協
ゆ
い
ゆ
い
広
場

日
時
・
内
容

　

４
月
24
日
（
水
）	

軽
体
操

　

５
月
22
日
（
水
）	

ゲ
ー
ム

　

６
月
26
日
（
水
）	

軽
体
操

　

午
後
１
時
半
～
午
後
３
時

場
　
所　

原
町
区
福
祉
会
館

お
だ
か
サ
ロ
ン

日
時
・
内
容

　
　

４
月
17
日
（
水
）	

ゲ
ー
ム

　
　

５
月
15
日
（
水
）	

軽
体
操

　
　

６
月
19
日
（
水
）	

ゲ
ー
ム

　
　
　
　
　

午
前
10
時
～
午
前
11
時
半

場
　
所　

 

小
高
区
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

参
加
費　

１
０
０
円
（
初
回
無
料
）

※
申
込
み
不
要

親
子
料
理
教
室
で
パ
ン
作
り
！

～
子
ど
も
ニ
コ
ニ
コ
元
気
塾
～

日
　
時　

５
月
11
日
（
土
）

　
　
　
　

午
前
10
時
～
正
午

場
　
所　

原
町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

締
　
切　

５
月
２
日
（
木
）

内
　
容　

�

パ
ン
作
り
（
パ
ン
生
地
を

成
形
し
て
焼
く
簡
単
な
調

理
に
な
り
ま
す
の
で
、
小

さ
な
お
子
さ
ん
も
ご
参
加

い
た
だ
け
ま
す
。）

参
加
費　

１
０
０
円

対
象
者　

�

18
歳
以
下
の
子
ど
も
と
そ

の
保
護
者

　
　
　
　

※�

小
学
４
年
以
下
の
子
ど

も
は
保
護
者
同
伴

持
ち
物　

�

エ
プ
ロ
ン
、
バ
ン
ダ
ナ
、

タ
オ
ル
等

地
域
福
祉
課
（
小
高
区
）

（
０
２
４
４
）
44

－

５
９
７
０

福
島
県
福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー

（
０
２
４
）
５
２
１

－

５
６
６
２ 

生
活
支
援
相
談
室

（
０
２
４
４
）
24

－

３
４
１
５

０
８
０

－

１
８
０
２

－

９
０
２
７

地
域
福
祉
課
（
原
町
区
）

（
０
２
４
４
）
24

－

３
４
１
５

①
難
病
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座

日
　
時　

５
月
23
日
（
木
）

　
　
　
　

午
後
1
時
半
～
午
後
3
時

場
　
所　

原
町
区
福
祉
会
館

締
　
切　

５
月
16
日
（
木
）

内
　
容　

�

難
病
患
者
さ
ん
や
そ
の
ご

家
族
の
生
活
支
援
や
話
し

相
手
と
し
て
活
動
す
る
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
内
容
を
学

び
ま
す
。

①
難
病
に
つ
い
て

・
福
島
県
相
双
保
健
福
祉
事
務
所
よ
り

②�
難
病
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
つ
い
て

・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
利
用
患
者
か
ら

・
難
病
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
み
の
会

②
音
訳
講
習
会

日
　
時　
６
月
１
日
㈯
～
６
月
29
日
㈯

　
　
　
　

午
後
１
時
半
～
午
後
３
時
半

　
　
　
　
※
毎
週
土
曜
日　

全
５
回
開
催

場
　
所　

原
町
区
福
祉
会
館

締
　
切　

５
月
24
日
㈮

内
　
容　

�

音
訳
に
関
す
る
基
礎
的
な

知
識
や
技
術
を
学
び
ま

す
。（
視
覚
障
が
い
者
の

方
へ
発
行
し
て
い
る
「
声

の
広
報
」
は
、
音
訳
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
に
よ
っ
て
支
え

ら
れ
て
い
ま
す
。）

参
加
費　

無
料

講
　
師　

　

・
二
本
松
朗
読
サ
ー
ク
ル　

ひ
ば
り

松
田　

知
子　

氏

　

・
音
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア　

こ
だ
ま
の
会

　

・
声
の
広
報
利
用
者

③
手
話
教
室

日
　
時

　

①
金
曜
コ
ー
ス

　
　

６
月
７
日
㈮
～
６
月
28
日
㈮

　
　

午
後
７
時
～
午
後
８
時
半

　

②
土
曜
コ
ー
ス

　
　

７
月
６
日
㈯
～
７
月
27
日
㈯

　
　

午
後
１
時
半 

～ 

午
後
３
時

　

※
各
コ
ー
ス　

４
回

場
　
所　
原
町
区
福
祉
会
館

締
　
切　

①
②
５
月
31
日
㈮

内
　
容　

�

手
話
の
簡
単
な
あ
い
さ
つ

や
自
己
紹
介
を
学
び
、
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
輪

を
広
げ
ま
す
。
子
供
か
ら

大
人
ま
で
、
初
心
者
大
歓

迎
で
す
。

フ
ー
ド
パ
ン
ト
リ
ー 

日
　
時　

①
５
月
18
日
（
土
）

　
　
　
　

②
６
月
22
日
（
土
）

　
　
　
　

午
後
１
時
～
午
後
３
時
ま
で

場
　
所　

原
町
区
福
祉
会
館

締
　
切　

①
５
月
２
日
（
木
）
※
厳
守

　
　
　
　

②
６
月
７
日
（
金
）
※
厳
守

内
　
容　

�

生
活
に
お
困
り
の
世
帯
が

安
定
し
た
生
活
を
お
く
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
食

料
品
等
を
無
償
で
配
布

し
、
応
援
し
ま
す
。

対
象
世
帯

　

・�
18
歳
ま
で
の
子
ど
も
が
い
る
ひ

と
り
親
世
帯

　

・�

４
人
以
上
の
子
ど
も
が
い
る
世

帯

　

・�

家
族
の
身
体
・
精
神
の
障
害
や

疾
病
等
が
理
由
で
、
子
ど
も
が

中
心
と
な
り
、
生
活
上
の
介
護
・

看
護
な
ど
の
、
世
話
を
し
て
い

る
世
帯 

　

・�

本
会
や
各
関
係
機
関
に
ご
相
談

中
で
、
失
業
な
ど
の
理
由
か
ら

一
時
的
に
生
活
が
ひ
っ
迫
し
て

い
る
世
帯

大
募
集
！
！

～
福
祉
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
～

応
募
締
切　

５
月
31
日
（
金
）

内
　
容

　

�『
社
会
福
祉
に
関
す
る
こ
と
』
を

テ
ー
マ
に
募
集
し
ま
す
。
高
齢
者

や
障
が
い
者
・
子
ど
も
た
ち
の
支

援
活
動
等
、
こ
れ
か
ら
の
社
会
福

祉
活
動
の
充
実
を
図
る
た
め
の

“
合
い
言
葉
”
に
な
る
よ
う
な

内
容
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
自
由
に
考

え
て
く
だ
さ
い
。

応
募
資
格

　
・
児
童･

生
徒
の
部（
中
学
生
ま
で
）

　

・
大
人
の
部

応�

募
方
法　

氏
名
（
ふ
り
が
な
）、

郵
便
番
号
・
住
所
、
電
話
番
号
、

職
業
校
名
、
年
齢
（
学
年
）
を
明

記
の
う
え
、
郵
送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
電

子
メ
ー
ル
に
て
ご
応
募
く
だ
さ

い
。

　
（shakyo@

m
-som

ashakyo.or.jp

）

※�

応
募
作
品
は
１
人
１
点
と
し
、
未

発
表
で
自
作
の
も
の
に
限
り
ま

す
。
な
お
、
応
募
作
品
は
返
却
し

ま
せ
ん
。

　
（�

著
作
権
は
南
相
馬
市
社
会
福
祉

協
議
会
に
帰
属
し
ま
す
）

出
展
団
体
募
集
！

～
南
相
馬
市
健
康
福
祉
ま
つ
り
～

日
　
時　

10
月
19
日
（
土
）
予
定

場
　
所　

原
町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

原
町
区
福
祉
会
館
周
辺

締
　
切　

６
月
28
日
（
金
）

内
　
容　

�

こ
の
事
業
は
、
住
民
自
ら
が
、

福
祉
に
対
す
る
理
解
を
呼
び

か
け
、
発
信
し
て
い
く
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　

�

出
展
を
希
望
す
る
団
体
は
、

お
申
込
く
だ
さ
い
。

こ
ん
に
ち
は
！
生
活
支
援
相
談
室
で
す

こ
ん
に
ち
は
！
生
活
支
援
相
談
室
で
す

み
な
み
そ
う
ま
市
民
ふ
く
し
大
学

み
な
み
そ
う
ま
市
民
ふ
く
し
大
学

対
　
象　

医
療
・
保
健
・
福
祉
団
体
等

（４月15日号）

6



民生委員児童委員活動日記民生委員児童委員活動日記

（（高平地区高平地区））西山 芳春西山 芳春

　コロナ感染がまだ落ち着かな　コロナ感染がまだ落ち着かな
い中、仕事の合間に地域の一い中、仕事の合間に地域の一
人暮らしの家庭を訪問。「こん人暮らしの家庭を訪問。「こん
にちは、変わりないですか？」にちは、変わりないですか？」
と、今日は二人の男性を訪ねた。と、今日は二人の男性を訪ねた。
ひとりは90歳を過ぎ「足が痛いひとりは90歳を過ぎ「足が痛い
なぁ、でも野菜を収穫して市場なぁ、でも野菜を収穫して市場
に出す。外に出て身体を動かに出す。外に出て身体を動か
して、作業できる。元気の素かして、作業できる。元気の素か
なぁ」と話す。　　　　　　　なぁ」と話す。　　　　　　　
　もうひとりは80歳を過ぎても　もうひとりは80歳を過ぎても
散歩を日課とし、目標を持って散歩を日課とし、目標を持って
弛まぬ努力をされ、彼は活力に弛まぬ努力をされ、彼は活力に
溢れている。「また来ますね」「は溢れている。「また来ますね」「は
いよ」現状を受入れ、日々前向いよ」現状を受入れ、日々前向
きに過ごしている姿を拝見するきに過ごしている姿を拝見する
と、“自分はまだ若い、頑張らと、“自分はまだ若い、頑張ら
なきゃなぁ”と思う心が湧いてなきゃなぁ”と思う心が湧いて
くる。　　　　　　　　　　  くる。　　　　　　　　　　  
　デジタル化へと変わりつつあ　デジタル化へと変わりつつあ
る今、反対に地域の高齢化が進る今、反対に地域の高齢化が進
んでいる。家庭のつながりを伺んでいる。家庭のつながりを伺
いながら、『心配ごと、悩みごいながら、『心配ごと、悩みご
と、一人で抱えない』の声かけ。と、一人で抱えない』の声かけ。
思いやりを持って、人のため“こ思いやりを持って、人のため“こ
れができる。あれができる”それができる。あれができる”そ
うしたことを見つけながら、私うしたことを見つけながら、私
も民生委員として関係機関へのも民生委員として関係機関への
「つなぎ役」になりたいと思い「つなぎ役」になりたいと思い
ます。　　　　　　　　　　  ます。　　　　　　　　　　  

  
「
ま
ご
こ
ろ
ひ
ろ
ば
」　　
　
《
令
和
６
年
２
月
16
日
～
令
和
６
年
３
月
15
日
》

【
ご
遺
志
金
】

小
高
区

・
山　

田　
　

進　
　

様（
井
田
川
）

故 

山　

田　

智　

文  
様 
ご
遺
志
と
し
て

・
佐
々
木　
　

敏　
　

様（
福　

岡
）

故 

佐
々
木　

先　

江  

様 

ご
遺
志
と
し
て

・
小
野
田　

隆　

一　

様（
浦　

尻
）

故 

小
野
田　

利　

行  

様 

ご
遺
志
と
し
て

・
佐　

藤　

敬　

一　

様（
大　

町
）

故 

佐　

藤　

カ
ツ
ヨ  

様 

ご
遺
志
と
し
て

・
畠　

中　

洋　

恵　

様（
大　

井
）

故 

畠　

中　

恵　

一  

様 

ご
遺
志
と
し
て

・
佐　

藤　
　

篤　
　

様（
南　

町
）

故 

佐　

藤　

ス
イ
子  

様 

ご
遺
志
と
し
て

鹿
島
区

・
森　
　
　
　
　

茂　

様（
南
柚
木
）

故 

森　
　
　
　
　

眞  

様 

ご
遺
志
と
し
て

・
濱　

名　

武　

良　

様（
上
栃
窪
）

故 

濱　

名　

和　

清  

様 

ご
遺
志
と
し
て

・
濱　

名　
　
　

武　

様（
上
栃
窪
）

故 

濱　

名　

光　

家  

様 

ご
遺
志
と
し
て

・
森　
　
　

良　

智　

様（
南
柚
木
）

故 

森　
　
　

タ
ミ
子  

様 

ご
遺
志
と
し
て

・
幾
世
橋　

初　

男　

様（
北
海
老
）

故 

幾
世
橋　

レ
イ
子  

様 

ご
遺
志
と
し
て

・
伏　

見　

則　

之　

様（
横　

手
）

故 

伏　

見　

憲　

政 

様  

ご
遺
志
と
し
て

・
鈴　

木　

伸　

義　

様（
塩　

崎
）

故 

鈴　

木　

義　

久  

様 

ご
遺
志
と
し
て

原
町
区

・
橋　

本　

友　

秀　

様（
上
渋
佐
）

故 

橋　

本　

美
惠
子  

様 

ご
遺
志
と
し
て

・
佐　

藤　

一　

憲　

様（
北
新
田
）

故 

佐　

藤　

力　

夫  

様 

ご
遺
志
と
し
て

・
山　

田　

達　

三　

様（
橋
本
町
）

故 

山　

田　

義　

武  

様 

ご
遺
志
と
し
て

・
木　

幡　

信　

一　

様（
陣
ケ
崎
）

故 

木　

幡　

オ
テ
ル  

様 

ご
遺
志
と
し
て

・
齋　

藤　

晃　

一　

様（
大
木
戸
）

故 

齋　

藤　

陽　

子  

様 

ご
遺
志
と
し
て

・
甲　

田　

博　

正　

様（
栄　

町
）

故 

甲　

田　

政　

志  

様 

ご
遺
志
と
し
て

・
牛　

渡　
　

昇　
　

様（
旭　

町
）

故 

牛　

渡　

美
恵
子  

様 

ご
遺
志
と
し
て

・
佐
久
間　

廣　

行　

様（
信
田
沢
）

故 

佐
久
間　

初　

雄  

様 

ご
遺
志
と
し
て

・
清　

野　

利　

行　

様（
日
の
出
町
）

故 
清　

野　

ヨ
ネ
子  

様 

ご
遺
志
と
し
て

【
一
般
寄
付
金
】

・
フ
ロ
ー
ラ
ア
ク
テ
ィ
ブ
サ
ポ
ー
ト　

様

社
会
福
祉
の
た
め
に

・
新
代
田
地
区
社
会
福
祉
協
議
会　

様

東
日
本
大
震
災
復
興
支
援
金
と
し
て

・
新
代
田
地
区
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会　

様

東
日
本
大
震
災
復
興
支
援
金
と
し
て

・
Ｊ
Ａ
ふ
れ
愛
グ
ル
ー
プ
し
ら
ゆ
り
の
会　

様

会
の
解
散
に
あ
た
り
残
金
を
社
会
福
祉
の

た
め
に

・
黒　

川　

時　

子　

様（
新　

町
）

社
会
福
祉
の
た
め
に

・
匿　
　
　
　

名

社
会
福
祉
の
た
め
に

・
匿　
　
　
　

名

南
相
馬
市
復
興
支
援
の
た
め
に

【
物
品
寄
付
】　　
　
　
　

・
小
高
マ
ル
シ
ェ　

様

野
菜
等
を
社
会
福
祉
の
た
め
に

・
と
ま
と
サ
ロ
ン　

様

雑
巾
を
社
会
福
祉
の
た
め
に

・
つ
ば
め
ザ
・
ビ
ー
ム　

様

お
菓
子
を
フ
ー
ド
バ
ン
ク
へ

・
相
双
地
区
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会　

様

東
日
本
大
震
災
復
興
支
援
金
と
し
て

・
文
化
住
宅
機
器
㈱　

様

玄
米
を
フ
ー
ド
バ
ン
ク
へ

【
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
ご
厚
情
は

地
域
福
祉
活
動
に
活
用
し
て
い
ま
す
】

・
福
島
県
相
双
倫
理
法
人
会　

様

タ
オ
ル
等
を
フ
ー
ド
バ
ン
ク
へ

・
㈱
フ
ロ
ー
ラ　

様

ギ
フ
ト
セ
ッ
ト
を
フ
ー
ド
バ
ン
ク
へ

・
花　

澤　

利
代
子　

様（
相
馬
市
）

ビ
ー
ズ
ポ
ー
チ
を
社
会
福
祉
の
た
め
に

・
岡　

島　

美
知
子　

様（
矢
川
原
）

手
作
り
ア
ク
リ
ル
た
わ
し
を
社
会
福
祉
の

た
め
に

ハートフルサポート出張相談のお知らせハートフルサポート出張相談のお知らせ
～生活困窮者自立支援事業～～生活困窮者自立支援事業～

あなたの悩みごと、困りごとが解決できるようにお手伝い
します。
予約は不要ですので、お気軽にご相談ください。
※時間はすべて午前９時半～午前１１時半です。

問い合わせ先　地域福祉課　福祉総合相談センター
　　　　　　　☎（０２４４）２４－３４１５

場　所 日　程

　南相馬市役所　東庁舎 　毎月　第２、第４木曜日

　ひばり生涯学習センター 　奇数月　第１火曜日

　大甕生涯学習センター 　奇数月　第１木曜日

　石神生涯学習センター 　奇数月　第２月曜日

　高平生涯学習センター 　奇数月　第２水曜日

　鹿島区福祉サービスセンター（むつみ荘） 　奇数月　第３火曜日

　小高区福祉サービスセンター 　奇数月　第３木曜日

　太田生涯学習センター 　奇数月　第４火曜日
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新企画！
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【家族写真を募集します！】
　�①※お名前②※年齢③※家族構成④郵便番号・住所⑤電話番号⑥ひとことコメントを記入し、写
真を添付の上、はがき（宛先：〒975－0011 原町区小川町３２２－１ 南相馬市社会福祉協議会 
広報担当）または代表メールアドレス（shakyo@m-somashakyo.or.jp）からお申込みください。
（※については、写真に写っている全員分をご記入ください）

　※応募が多数の場合は掲載できない場合がございますので、あらかじめご了承ください。

家族写真紹介（市民参加企画）

認知症相談会　　５月13日・６月10日
　　　　　　　　午後１時半～３時半
認知症の人と家族の会　２３－４５１９

３月号プレゼントクイズの答え：ゆきだるま
　脳トレクイズは３月号で終了となります。
　たくさんのご応募ありがとうございました。

　原町区　　●●　●●さん　（75歳）
　　　　　　〇〇　〇〇さん　（75歳）
　　　　　　▲▲　▲▲くん　（5歳）
　　　　　　△△　△△ちゃん（3歳）

　ひとこと：（�家族紹介、写真の説明など
お好きなひとことをご記入
ください！）

３月１５日  からだの関節をほぐす体操３月１５日  からだの関節をほぐす体操
（ふれあいサロン交流会）（ふれあいサロン交流会）

慎重にそっと、ジェンガを楽しみました(*’▽’)慎重にそっと、ジェンガを楽しみました(*’▽’)
（ゆいゆい広場）（ゆいゆい広場）

チーム対抗で風船ゲームを楽しみました(*^-^*)チーム対抗で風船ゲームを楽しみました(*^-^*)
（上町復興団地）（上町復興団地）

３月１２日  仲町児童センター お別れ会３月１２日  仲町児童センター お別れ会

３月１１日  高平児童館 お別れ会３月１１日  高平児童館 お別れ会

お子さんと一緒にお子さんと一緒に
ボッチャをしました♪ボッチャをしました♪

（西町復興団地）（西町復興団地）

8福島いのちの電話　相談電話　０２４－５３６－４３４３


